
こ
こ
で
紹
介
し
た
本
を
お
読
み
に

な
り
た
い
方
は
、
図
書
館
ま
で
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

「
い
ま
語
り
伝
え
た
い
こ
と
」

〜
三
鷹
戦
時
下
の
体
験
〜
　
三
鷹
市

戦
争
の
記
憶
を
平
和
の
祈
り
と
と
も
に

後
世
に
語
り
伝
え
る
た
め
、
市
内
の
戦
災

の
状
況
を
三
鷹
市
民
の
体
験
を
通
し
て
綴

っ
た
記
録
集
。
昭
和
61
年
刊
。

「
孫
娘
か
ら
の
質
問
状
　
お
じ
い
ち
ゃ

ん
戦
争
の
こ
と
を
教
え
て
」（

小
学
館
文
庫
）

中
條
高
　
　
著
／
小
学
館

ア
メ
リ
カ
に
い
る
孫
娘
か
ら
届
い
た
手

紙
は
、
高
校
の
授
業
の
課
題
で
、
祖
父
へ

の
戦
争
に
関
す
る
質
問
状
だ
っ
た
。
祖
父

の
手
紙
に
は
真
摯
に
戦
争
体
験
を
語
り
継

ご
う
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
ふ
れ
て
い

る
。

「
国
際
協
力
と
平
和
を
考
え
る
50
話
」

（
岩
波
ジ
ュ
ニ
ア
新
書
）

森
英
樹
　
著
／
岩
波
書
店

世
界
の
人
々
が
安
心
し
て
安
全
な
生
活

を
平
和
に
送
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の

か
。
21
世
紀
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
生
き

抜
く
方
向
を
身
近
な
50
の
話
題
で
解
説
。

「
戦
争
と
子
ど
も
た
ち
」

早
乙
女
勝
元
　
著
／
河
出
書
房
新
社

戦
災
の
体
験
を
語
り
継
ぐ
こ
と
が
、
戦

争
を
阻
止
す
る
方
向
へ
の
一
歩
に
な
る
。

戦
災
の
な
い
未
来
に
向
け
て
願
い
を
込
め

て
書
き
上
げ
た
一
冊
。

「
茜
色
の
戦
記
」津村

節
子
　
著
／
新
潮
社

戦
時
中
、
女
学
生
と
し
て
軍
需
工
場
で

働
く
な
ど
、
著
者
自
ら
の
戦
争
体
験
を
鮮

か
に
描
い
た
長
編
。
市
内
在
住
作
家
。
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三
鷹
図
書
館
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●第195回（8月1日～14日放送）
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三鷹ゆかりの選手たち／市民協
働センター／平和のつどい／清
原市長のひとことコーナー

広報みたかは三鷹市シルバ
ー人材センター会員がお届
けしています。
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1 48―6721

平
和
を
守
る
た
め
に
私
た
ち
が
で
き
る
こ

と
は
何
か
。
三
鷹
市
の

平
和
強
調
月
間
で
あ
る

今
月
は
平
和
を
願
う
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
収
め
ら
れ
た
本
を
紹
介
し
ま
す
。

「
平
和
へ
の
祈
り
」

Books  Books  Books  Books  Books  Books  Books  Books  Books  Books  Books  Books  Books  Books  Books  Books
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「
毎
日
、
武
蔵
野
の
夕
陽
は
、
大
き
い
。
ぶ
る

ぶ
る
煮
え
た
ぎ
っ
て
落
ち
て
い
る
」（『
東
京
八

景
』）太宰

治
が
三
鷹
の
自
宅
か
ら
眺
め
た
夕
陽
の
描

写
で
あ
る
。「
ぶ
る
ぶ
る
」
と
い
う
身
体
性
を
喚

起
す
る
一
語
に
よ
り
、
太
宰
は
夕
陽
を
自
分
の
心

象
に
取
り
込
ん
で
い
る
。
夕
陽
の
震
え
は
そ
の
ま

ま
太
宰
の
震
え
と
な
り
、
そ
れ
は
読
者
の
共
振
を

誘
い
も
す
る
。

私
は
小
平
市
の
玉
川
上
水
沿
い
に
住
ん
で
い

る
。
夕
刻
に
雲
が
切
れ
て
い
れ
ば
、
武
蔵
野
の
夕

陽
は
私
の
ア
パ
ー
ト
の
壁
を
茜
色
に
染
め
上
げ

る
。「

ひ
ら
ら
」
と
い
う
、
私
が
個
人
で
発
行
し
て

い
る
冊
子
の
表
紙
を
、
今
回
は
太
宰
の
こ
の
名
文

で
飾
っ
た
。
毎
回
旅
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
を
発
表

し
て
い
る
の
だ
が
、「
太
宰
治
賞
受
賞
特
別
号
」

の
今
回
は
旅
を
取
り
止
め
「
東
京
物
語
」
的
な
内

容
に
し
た
。

今
朝
、「
ひ
ら
ら
」
の
原
稿
を
バ
ッ
グ
に
入
れ
、

印
刷
会
社
の
あ
る
三
鷹
に
向
か
い
、
玉
川
上
水
沿

い
の
道
を
自
転
車
で
走
っ
た
。
時
間
に
し
て
お
よ

そ
40
分
の
距
離
。
三
鷹
市
内
の
印
刷
会
社
を
選
ん

だ
の
は
偶
然
に
す
ぎ
な
い
。
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
の
広

告
が
大
き
か
っ
た
と
い
う
、
そ
れ
だ
け
の
理
由
だ

っ
た
。

昨
年
６
月
に
創
刊
し
た
時
は
、
ま
さ
か
こ
ん
な

運
命
が
待
っ
て
い
る
と
は
夢
に
も
思
わ
な
か
っ

た
。
先
の
見
通
し
が
立
た
な
い
ま
ま
に
出
版
社
を

立
ち
上
げ
、
わ
き
起
こ
る
不
安
を
蹴
り
飛
ば
す
よ

う
に
自
棄
糞
気
味
に
上
水
沿
い
を
走
っ
て
い
た
。

あ
れ
か
ら
一
年
が
た
つ
。
何
度
も
同
じ
道
を
往
復

す
る
う
ち
徐
々
に
自
信
が
そ
な
わ
っ
て
き
た
。
太

宰
治
賞
を
受
賞
し
た
今
は
、
上
水
を
抜
け
て
吹
く

風
に
背
中
を
後
押
し
さ
れ
て
い
る
気
分
で
も
あ

る
。印

刷
会
社
で
入
稿
を
す
ま
せ
、
足
を
伸
ば
し
て

玉
川
上
水
沿
い
を
さ
ら
に
東
へ
。
太
宰
が
入
水
し

た
と
さ
れ
る
地
点
の
玉
鹿
石
に
横
目
で
目
礼
し
て

通
り
過
ぎ
、
山
本
有
三
記
念
館
に
入
る
。
北
欧
風

の
西
洋
館
で
、
サ
ン
ル
ー
ム
の
木
椅
子
に
腰
掛
け

心
地
よ
さ
に
ひ
た
る
。
山
本
有
三
は
、
12
歳
の
私

に
「
作
家
に
な
り
た
い
」
と
い
う
夢
を
与
え
た
運

命
の
人
だ
。

上
水
沿
い
を
も
う
少
し
先
へ
行
く
と
、
井
の
頭

公
園
の
雑
木
林
に
入
る
。
戦
後
文
学
の
巨
人
、
埴

谷
雄
高
は
深
夜
に
よ
く
こ
の
林
を
散
歩
し
、
闇
に

親
し
ん
で
い
た
と
い
う
。
埴
谷
の
父
祖
は
私
と
同

郷
（
福
島
県
小
高
町
）
で
あ
り
、
私
の
実
家
の
近

く
に
彼
の
文
学
館
が
あ
る
。
私
の
尊
敬
す
る
作
家

の
一
人
だ
。

そ
し
て
、
太
宰
か
ぶ
れ
の
文
学
少
年
だ
っ
た
私

が
彼
の
名
を
冠
し
た
文
学
賞
を
い
た
だ
き
、
し
か

も
そ
の
賞
は
三
鷹
市
と
筑
摩
書
房
と
の
共
催
で
あ

る
こ
と
を
併
せ
て
考
え
る
と
、
不
思
議
な
因
縁
を

感
じ
る
。

私
に
と
っ
て
三
鷹
は
「
約
束
の
地
」。
こ
ん
な

言
い
方
は
大
袈
裟
だ
ろ
う
か
。

今
日
も
、
武
蔵
野
の
夕
陽
は
、
大
き
い
。

三
鷹
と
い
う
「
約
束
の
地
」

　
「
指
の
音
楽
」で
第
20
回
太
宰
治
賞
を
受
賞
し

た
志
賀
泉
さ
ん
に
、三
鷹
市
の
印
象
に
つ
い
て
寄

稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

太
宰
治
賞
受
賞
の
志
賀
泉
さ
ん
寄
稿�

三鷹市長
メールマガジン
メッセージ、活動記録、
部長コラム、新着情報

三鷹市ホームページ・
同携帯サイトから登録
できます。

夏休み直前の７月17・18日、第

五小学校で、子どもたちが学校に泊ま

りこむイベント「楽しく防災!!五小で

キャンプ」が行われました。

主催したのは同校児童のお父さんた

ちがつくった「オヤジの会」、地域で

の交流が少ない「オヤジ」たちが自分

たちも楽しみながら子どもとのふれあ

いを増やそうと計画したものです。

会は昨年の6月に活動を開始、以後

「わくわくオヤジ屋台」、竹とんぼ・薫

製作りと続き、今回はいよいよ当初か

ら目的のお泊り会の実施にこぎつけま

した。

キャンプは学校の全面的な支援のも

と、三鷹消防署、消防団などの協力を

も得て、防災訓練も盛り込んだ内容に

なりました。

また、開始時から全ての門と校内には「オヤジ」が警備に立ち、子どもたちには

定期的に点呼をとるなど、安全にも万全の配慮をしました。

当日は午後４時30分の開会式に始まり、放水体験など消防イベント、子どもと

「オヤジ」の手作りカレーライスによる夕食、キャンプファイヤーと続きました。

日帰りの子はここまで、迎えの保護者と一緒に帰ります。宿泊の子は消灯まで映

画会やプラネタリウムを楽しみました。

寝るのは１～５年生は体育館、６年生は自分たちで設置した校庭のテントです。

疲れてすぐ寝てしまう子もいれば、うれしくってずいぶん遅くまで起きていた子も

いたようです。

翌日は６時に起床、朝食後、８時に解散となりま

した。

お友達と一緒の学校でのお泊り会、これが楽しく

ないはずがありません。初めは知らない人との行動

に戸惑っていた子どもも、最後にはそれが面白かっ

たと話していました。

「反省会にいつも次の会の企画が出るんですよ」

とはオヤジの会代表の西野和広さん。「オヤジ同士、

ずいぶん知り合いも増えました。この催し、ずっと

続けていきたい」と語るみなさん。

新しい五小の伝統行事が生まれたようです。

が主催�

禅林寺・太宰治墓前にて


